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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本

分析化学会（JSAC）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。これによって，JIS K 0213:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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分析化学用語（電気化学部門） 
Technical terms for analytical chemistry (Electrochemistry part) 

 
序文 

この規格は，1962 年に制定され，その後 4 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2006 年に

行われたが，用語の見直し，その後に改正された関連規格などに対応するために今回改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，分析化学の，電気化学部門で用いる主な用語及び関連する用語並びにそれらの定義につい

て規定する。 

 

2 用語及び定義 

用語及び定義は，次による。 

なお，記載方法は a)～d)によっている。 

a) 二つ以上の用語を並べた場合には，その欄の順位に従って優先的に用いる。 

b) 用語の中で角括弧内の文字は省いてもよい。角括弧内の文字を省略した用語を優先する。 

c) 用語は，特に断らない限り電気化学分野の範囲内で用いるものであるが，誤解するおそれのある用語

については，用語の後の丸括弧内に使用分野を示す。 

d) 参考として対応英語又はその略語を示す。対応英語の欄で，コンマ“，”の後ろに併記してあるものは，

同義語及び／又は略語である。 

 
番号 用語 読み 定義 対応英語（参考）

1 アガロースゲル

電気泳動 
あがろーすげるで 

んきえいどう 
寒天中の多糖類で形成された巨大網状構造のゲルを

支持体とした電気泳動（番号 263）。 
agarose gel 

electrophoresis 
2 アドミタンス あどみたんす 交流回路の電気抵抗（インピーダンス）の逆数。SI

単位はジーメンス（S）。回路に加えている交流電圧

を V，交流電流を iとするとき，アドミタンス Yは，

Y＝i/Vで定義する。 

admittance 

3 アノード あのーど 酸化反応を生じる電極。 anode 
4 アノーディック

ストリッピン

グボルタンメ

トリー， 
アノードストリ

ッピングボル

タンメトリー 

あのーでぃっくす

とりっぴんぐぼ

る た ん め と り

ー， 
あのーどすとりっ

ぴんぐぼるたん

めとりー 

金属イオンを十分，負の電位で電析濃縮した後，正

方向に電位掃引して溶出させて，溶出電位からイオ

ンの定性を，また，電流（電気量）から定量を行う

手法。 

anodic stripping 
voltammetry, 

ASV 


